
JAおおいた 営農部 営農企画課 水内 勇

ＪＧＡＰ団体認証への取り組み
ーみんなで取り組んだ安全な産地づくりー



JAおおいたの概要
平成20年 県内16JAの合併により発足
平成28年 16地域から５事業部制へ移行

組合員数 合 計 103,950人
正組合員 57,059人
准組合員 46,891人

職 員 数 合 計 2,092人
一般職員 1,940人

営農指導員 143人
生活指導員 9人

※平成31年3月31日現在



（１）自己改革の実現

＜農業振興計画＞

『所得増大』『生産拡大』『地域活性化』を目標に！

（２）販売戦略の構築

・ 営農指導（園芸）：

安全・安心な農産物づくりと商品供給

・ 流通販売部門：

市場販売から契約的取引の拡大

ＪＡおおいたにおけるＧＡＰの取り組み



・ＧＡＰ認証を基軸とした組織。

・オリジナルマニュアルで、農場の管理項目数を約７割。

ＪＡにおけるＧＡＰ(団体認証)の推進！

ＪＡおおいたＧＡＰ研究会

JAが事務局。事務局を中心として、各農場、
選果場・集出荷施設をまとめ、認証取得を目指す！

団体認証のメリット

個人で認証取得よりも個人負担の金額を抑えられる

同じ行程管理を行うことで、品質管理を統一できる

効率化が見込める

役割分担を行い、認証基準を満たすことが容易



認証取得が目的ではない！

大事な事は、継続して取り組む事。認証のために
無理にやり方を変えたり、ルールを設定しない

運営理念

リスクを無くす、リスクを低減する内容である事はもちろん
誰でも取り組める で 継続して実施できる ルールを考える

高額な機器・設備を
導入しないといけない

運用が煩雑になり
新たな人材確保が必要

理想を求めすぎて
実施困難なルール設定

複雑なルールを決め
作業効率が落ちる

理想を求めすぎて
実施困難なルール設定

複雑なルールを決め
作業効率が落ちる

理想を求めすぎて
実施困難なルール設定

複雑なルールを決め
作業効率が落ちる

最もコストを低く、最も効率的な ルールを考える

リスク対策を実施しながら、実現可能なルールにしないと
継続できない





ＪＡおおいたＧＡＰ研究会は、
ＧＡＰに取り組む産地・生産組織と

生産者を応援します！

新たな販路拡大を一緒に目指しましょう！

• ＧＡＰ普及大賞２０１６

• 持続的可能な農業推進コンクール

生産局長賞受賞

• 大分県農業賞 最優秀賞受賞

• JA営農指導実践全国大会

審査委員特別賞



活動の概要 ①

出典：日本農業新聞



活動の概要 ②



団体認証取得の経緯
＜平成24年度＞

・ 南部共販いちご部会GAP研究会が、県内初となる取得。

＜平成25年度＞

・ 大分みつば部会、柑橘研究会GAP部会(ポンカン)が取得。

翌年、不知火生産者が柑橘研究会GAP部会に加わり取得。

＜平成27年度＞

・ ３団体あるGAP部会(いちご／みつば／柑橘)に統一。

「JAおおいたGAP研究会」を設立。１つの団体として、取得。

＜平成29年度＞

・ 大葉／白ねぎ／七草の３部会が加入し、取得。

＜平成30年度＞

・ 梨／トマトの２部会が加入、カボス／ニンニクを品目追加取得。

JGAP団体認証は、160農場、12農産物取扱施設に拡大！



ＪＧＡＰの普及状況

認証農場数

Ｈ29年度
全国第９位

（青果物第５位）

Ｈ30年度
全国第６位

（青果物第２位）

29 年度 30 年度

認 証 農 場 数 78 農場 160 農場

認証農場面積 98.7 ha 221 ha

認 証 農 産 物
販 売 量

2,022 ｔ 5,885 ｔ

認 証 農 産 物
販 売 高

2,500 百万円 3,598 百万円



約80,000円
／年

部会ごと認証
１生産者あたり：
約 40,000円／年

H27年度研究会設立時
１生産者あたり：
約20,000円／年

団体認証審査費用の軽減

H30年度 審査負担金
１生産者あたり：10,000円／年

団体認証個別認証



ＪＧＡＰ団体認証取得状況

全県に跨がる巨大組織に成長

東部

中部

南部

北部

西部

豊肥

いちご、白ねぎ
七草、にんにく
16農場、3施設

梨
85農場、1施設

トマト
11農場、1施設

柑橘、いちご
13農場、2施設

みつば、大葉、
いちご、25農場

4施設

柑橘
10農場
1施設



研究会役員
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※各支部に「商品管理」、「回収対応」、「施設管理」、「肥料管理」、「農薬管理」、
「労働安全」、「労務管理」の各責任者を設置。

※各事業部に「事業部事務局（営農企画課職員）」、各品目支部に
「品目担当（営農指導員）」を設置。

内部監査責任者

研究会組織・事務局体制（H30年度～）



事務局指導体制 ①
取り組みを始めた当初より、ＪＡと県が一体となって指導。
資格保有者を増やし、円滑な指導・運営体制を構築。
県内で毎年３回GAP研修会を開催し、資格保有者の増員。

＜現在＞
ＪＡおおいた GAP指導員 ７８名、 内部監査員 ２２名

事務局運営 １０名 （うち内部監査員資格保有５名）

※ 導入時の指導、内部監査など振興局と一緒に活動

※延べ人数

※ 内部監査時は、５０名程度で活動



支部毎に、
支部責任者
農薬責任者
肥料責任者
商品管理責任者
商品回収責任者
労働安全責任者
労務管理責任者 を設置

研究会員

品⽬⽀部(営農指導員)

事務局責任者(本店)

内部監査責任者

日々の運営
(生産部会活動)

マニュアル管理
スケジュール管理

事務局の相談役
研修会講師

運営・管理の相談

運営・管理の相談

活動の相談

事業部事務局

運営・管理の相談

マニュアル管理
スケジュール管理

事務局は
研究会役員
事務局責任者
各事業部事務局 で構成

大分県
広域普及指導員
県庁担当者
各地域安全・安心担当
各地域品目普及指導員 が援助

事務局指導体制 ②



時代の変化に対応するＧＡＰの取り組み

↑ 大手量販店、メーカー等との商談材料

⇒ 食品事業者のＨＡＣＣＰ義務化（2021.6）

→東京五輪の必須要件

↑輸出先に対する商談材料

→ 農薬取締法改正（農薬取締法の遵守）



更なるＪＧＡＰの推進を目指して

○事業部別に研修会を開催。

・大分味一ねぎ（本年度見込）

○現地指導の

レベルアップ。

○売込み勉強会開催。

○○ストア 青果チーフ勉強会（東京事務所）
東京事務所担当

生産者及び関係者説明会

流通業界へのＰＲ

事業部別研修会改善作業の提案と情報共有

最初は一緒に指導 慣れてきたら任せる



経験豊富なベテラン指導員の減少、経験不足

ＪＧＡＰ基準書の改訂

研究会の課題

大規模部会の加入

高齢生産者の離農、脱退

ＪＧＡＰ指導員基礎研修受講者のﾍﾟｰﾊﾟｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ化

現場で指導できる
ＪＧＡＰ指導員の育成が必要

組織の垣根を超えた
現場での指導経験の共有

認証を目指す生産者の
育成も兼ねて取り組む

解決に
向けた

取り組み



指導員向け研修の実施
ーペーパードライバーの解消に向けてー

① トラブルは推進の最大のチャンス
② 現状のやり方を活かした取り組み事例

（お金や手間を掛けない）

③ 生産者のメリット
ＧＡＰは
商談材料

① 現場写真を使ったリスクの検討
② 収穫作業で起こるリスクの検討
③ 農場倉庫での模擬審査
④ 新しいＪＧＡＰ基準書での審査結果

参加者全員
で学び合う

ー 基礎研修受講者（課題解決研修） ー



現場での担当指導員育成 ①

・区分配置
（農産物と農薬・
燃料等）

事業部本 店

書類作成

基準書の解説

現場（倉庫等）
の整理整頓

助言

・書類様式
指導用資料

提供
生

産

者

指導

模擬審査

・現場（倉庫等）
の管理

・書類の整備

現場（倉庫等）
の整理整頓

書類作成 指導

改善指示

助言



現場での担当指導員育成 ②

事業部

書類や現場
の改善

・是正報告書

助言 指導

審
査
で
の
不
適
合

生産者

・現場（倉庫等）
の管理

・書類の整備

是正報告書
の作成

１００点満点を
目指さない

審査結果の対応

本 店



研修参加者からの意見

• 写真や農場倉庫の利用は、若手も身につきやすい。

• グループワークは、考える機会や気付けなかった
リスクの発見に繋がった。

• ＧＡＰ指導は満点狙いではなく、ギリギリ合格でも
良いことがわかった。

• 模擬審査で、管理が良すぎるとあら探しになる
審査員心理が理解できた。

• ＪＧＡＰ基準書の読込みをもっとすれば良かった。

• 改善前後の比較写真も見てみたかった。



組織の垣根を越えた指導員の育成

指導を通じた指導員の育成と情報共有

指導では、ベテランが、指導の未経験者を
県とＪＡの垣根を越えて育成。

生
産
者
（
研
究
会
員
）

指導
ＪＡ職員

普及指導員

指導

ＪＡ職員

普及指導員

助言

山崎 前広域 若月 前々広域

（審査員研修合格者）

大分県

同行

同行

池邉係長
（前内部監査責任者）
（審査員研修合格者）

私
上級指導員

（審査員研修合格者）

ＪＡおおいた



生産者独自の創意工夫。

→優良事例として、他の生産者や関係者に写真で紹介。

・「惜しい、あと少しで合格」を殺し文句に。

現地指導の例 ①

生産者のやる気を下げない指導

できるだけ褒める

宿題を残さない

・機械一覧表を指導の際に、一緒に調べて作成。

・期限切れ農薬は、指導の際に一緒に分別。

・一緒に汗をかくことで、生産者の申し訳ないという

気持ちをやる気に転換。



・全体で考えた方が良い取り組みは、検討事項と指摘も。

→水質検査 （個人毎でなく、水源毎にまとめて）。

→農薬空容器の処分 （回収日の検討）。

現地指導の例 ②

生産者のやる気を下げない指導

一緒に考える

・改善方法は生産者毎に無限にある。
→生産者任せにして怒られた。
→具体的な改善方法を提案した。
→取り組みへの理解が進んだ。



JGAP

GlobalG.A.P.
ASIAGAP

国ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ準拠GAP認証
大分県版GAP

安心いちばんおおいた産
農産物認証制度

徐々に
ステップＵＰ！

※必要に応じて

輸出等

国内大手
量販店 等

2020
東京ｵﾘﾊﾟﾗ
食材提供

GAP
『基礎』

目指すべき姿

求められるＧＡＰ認証を取得支援できる体制を構築！



ご清聴ありがとうございました！


